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秋田県男鹿市における縄文，弥生命平安時代j宣跡の



序

秋田県には先人の残した多くの文化財があります。これら過去の

文化遺産を保護し、研究を進めることは、私たちの重要な責務の一

つであります。

このほど、秋田県土木部により、男鹿市五里合地内を通る県道潟

西・北浦線の改良工事が計画されました。事前に路線内の埋蔵文化

財の分布調査を行ったところ、三十刈 1. II遺跡の存在が判明し、

一先立って発掘調査を実施いたしました。

その結果、縄文時代中期の竪穴住居跡や弥生時代の籾痕土器、平

安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、などが発見されました。

本書は、この調査結果をまとめたものでありますが、県民各位の

文化財保護に対する御理解と、歴史研究の上て¥いささかでも役立

つことを願ってやみません。

最後に、秋田県土木部秋田土木事務所、男鹿市教育委員会、地域

住民の皆様をはじめ、調査にあたり御指導、御協力下さった多くの

方々に対し、厚く御礼申し上げます。

昭和59年 3月

秋田

教

会
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{列 仁コ

1 .本書は秋田県教育委員会が昭和58年 6月 1日から 8月31日に渡って実施した、秋田県男

鹿市三十刈 1・II遺跡の発掘調査報告書である。

2. 本書の編集、執筆は児二k 準が行い、三l鳴|密儀がこれを補佐した。

3. 遺構・遺物の実iWJ 、計~NiJ 、 トレースは調査補佐員及び整理作業員があたった。

4. 遺構は種類ごとに発見)1頃の一連番号を付したが、 SK15、16は欠番である。各遺構ごと

の総数は第 4章に記してある c

5. 土層図中の土色の標記は農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所

色標監修『新版標準土色lÞI~.!lによった。

6. 遺構に{吏用した略記号は下記のとおり

S 1 ..""..ー竪穴住居跡 S K..一..

る。

S K(F)・・・・・ー・・フラスコ;I:ftピット

S K(T)・・・・・・Tピッ ト S N.... 

S B.....一一掘立柱建物跡 S D..…一

7 .石器の石質箆定は秋田県立博物館学芸主事、 i嵯llJ我二郎氏にお願いした。
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第 1節発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第 l節 発掘調査に至るまで

-北浦椋のうち、男鹿市五里合の箱井地内は道路I隔が狭いうえに曲折し、中学校が

存在するなどして交通には支障をきたしていた。

秋田土木事務所てすま箱井部落を迂回するバイパスの建設を計画したが、この道路敷の一部が

周知の遺臨である縄文中期の是ケ沢遺跡の一部にかかり、踏査の結果その東側にも平安時代の

遺跡があることが判明した。このため、秋田県教育委員会では秋田土木事務所の依頼のもとに

緊急発掘調査を実施することにしたものである n

第 2節調査の組織と構成

跡名称:三十刈 1. II 遺跡

跡所寵地:秋 田県 十将 176番地の 3、是ケ沢27番地の 2、他

一

誠

鑓

議

謂

調

鵠

幅

制

跡i 状 ?克:畑地・原野

跡時 :縄文時代・弥生時代園平安時代

諜 西: 西・北j甫組改良工事

期間:昭和田年 6 月 1 臼 ~8 月 31 日

対象 1，290 m2、一十メiJII遺跡 2，700m'、

彊 :一十刈 I 1，335 J紅、 τごト刈 lljli跡;2ヲ733m三

{卒 7ZZ三L 

さ豆議 準 秋田県埋蔵文化財-センタ

3，990 m' 

4，068 m' 

f左翼:三l鳴陸儀ー 司ー八柳知之

調査# 震 JttB.力巻キミ 上
、

五BU
、フヨ e

植田 礼子・先玉セツ子・小玉レイ子・ 11監Ib設サツ子・ 1I壁Ib我ナリ子

佐々木イツ・佐々木啓司・佐々木太七郎・佐々木秀・佐々

佐藤成美・杉本 キナ・杉本 j台市・杉本信一・杉本千鶴

杉本 ツエ・杉本 トシ・杉本 -杉本ヒサ子・杉本ヤシヱ

杉本 -杉本 -薄田一子・薄田 タヱ・薄田

1 -



第 l章 はじ めに

永井チヱ・藤田 イト・藤田 カネ・藤田 スヱ・藤田徳治

藤田 永俊・藤田 福蔵・藤田マツヱ・真壁ヱチ・真壁竹二郎

村井テツヱ・居黒 和子・米川

整理作業員:越後谷晴美・大海洋子・大野甲 子 ・ 柏 谷 愛 子 ・ 小 松 郁 子

l嶋田富美子・深沢エツ子・山田

調査協力機関:秋田県土木部秋田

男鹿市教育委員会

2 -



第 l節地形・地質と周辺の遺跡

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節地形@地質と周辺の遺跡

二十メIj1 ・II遺跡は男鹿市五里合箱井字三十刈及び是ケ沢に し、おおよそ北緯39
0

58'、

東経139
0

52'の位置にある。遺跡地の標高は30~36m で、周閤は細い沢が入り組んだやや複雑な

地形を示している。 1・II遺跡間にも浅い沢が入り込み、この西側が I、東側がIIである。こ
のがしら しびカ、わことがわ

れといった河川はなく、滝ノ頭湧水点より五里合盆地を抜けて谷地へ流れる鮪)11と、琴)11低地

を流れる 川があるがいずれも小河川である。

男成半島の地形は西部!lJ地・中央丘陵・寒風山域・潟西低位地の 4地区に分けられるが、三

十えIj1 . Il 遺跡付近はiHJ問低位地に属する。この潟西低位地には京風山麓と交わる jtJ尚子;地と

八郎潟{丘地が含まれ、 iff，jjJ1.ifi地の中に五車合盆地がある。

であるが、この層は第 4 おけるうえ候変動に う地

層で、リスーウノレム間氷期の形成とされ、海:成堆積と!窪7](成の堆積である ド部に寒流系の貝

化石を含むが、上部はiliiU暖な花粉組成を有し、下末吉海進に相当すると考えられている。・

j尼及び砂から構成きれる。

男鹿半島は縄文海進時には恐らく島で、その後、砂州、砂丘が成長して本土と連繋して半島と

なり、同時に海峡の南北両面の二重閉塞によって八郎潟ができたとされる。三十メIj1・II遺跡

の東南 4kmにある角間111奇貝塚は、縄文早期末~前期の遺跡であるが、ハマグリ・オキシジミ・

アサリーヒメシラトリ力、、イ・オオノガイ・アカニシ・サ/レボウなどの海産貝を多く出土するこ

とから、西村 正は当時八郎潟は一つの湾であったと推定している。

五里合盆地は標高 4~8m 、東西l ， 5km 、南北2.51叩の楕円形をなし、これを取り回むように

鮪日|、箱井、

m付jlTま

などの集落が点在する。鮪川付近のボーリン よれば、深度 4

で、その下18m付近まではこれに泥炭が混入している。縄文海進時には八郎

潟{丘地と同憶に海水が湾入していたと考えられる υ 五里合盆地北方の備本段丘構成膚は塊:1犬中

中の木}干のC14年代は4，560BP、6，320BPであること、 及びjEL穏な気候下てや
(詑 7) 

の植生を有していることから、縄文海進によって形成されたと考えられている。

縄文前期の琴J1 1 銭神沢、中期の石神銭神沢、是ケ沢遺跡は、五里合盆地西側の標高20~37m

ほどの台地上に占地しているが、半島北部砂丘上の遺跡中最古の遺跡は谷地における鮪)11

の南浜野A遺跡で、報文に図示された土器には横位の陸線とそれに連結して湾曲する縦{立の隆

3 -



!n2市遺跡の立地と環峻
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日 本 海
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第 1図 三トメIJ1 . 11遺跡付近の地形と周辺の遺跡
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第l節 地形・地質と周辺の遺跡

(註 8) 

線及び刺突文の見られる大木10式あるいは門前式らしい土器が含まれている。また、長者森A

遺跡からは十腰内 I式が出土しており、中期末~後期初頭の時期にはすでに海水が退き、砂丘

が形成されて縄文人の活動舞台となっていたことを物語っている。
u主9) 

同じく大木 9・10式を出土する遺跡に北浦泉野遺跡があり、複式炉を有する竪穴住居跡が検

出された他、門前式も採集されているから、是ケ{;尺・三十刈 I、南浜野Aとほほ、同時期に存在

した遺跡である。後期末から晩期末にかけての遺跡としては上鮪川遺跡が昭和初期から知られ

ている。この遺跡、から 500mほど上流には寒風山の伏流水である滝ノ頭湧水点があるが、ここ

からは縄文後期土器の他、弥生土器も出土しており、 j竜ノ台遺跡と呼ばれている。弥生土器は

おかじし

この他に南浜町;A遺跡、岡持ili子遺跡にも見られる。

土問器、須恵、器は南浜野B、熊の台遺跡から出土している他 昭和48年、琴Jll低地の国場整
(誌10i

備の際に平安期の井戸跡、その他の遺構が検出されている。三十刈 1. II遺跡の北東 5.5kmに
えひさわ(註11)

は海老沢窯跡があり、半島内では五里合を含む潟西台地と八郎潟低地にこの時代の遺跡が集中

している観がある。

註 1 藤岡一雄「男鹿半島の地質J if男鹿半島自然公園学術調査報告J 財団法人日本自然保護協

会 1973年

註 2 加藤万太郎・渡部 民「男鹿半島安田海岸における鮪)11・潟西層の構造と堆積環境について」

『秋田県立博物館研究報告』 第1号 1976年

註 3 秋田地学教育学会『地質巡検案内書一一男鹿半島の第四系一一.Jl 1978年

註 4 ~主 1 に同じ

註 5 西村正「県内貝塚の貝についてJ ii秋田考古学』 第7号 1957年

註 6 秋田県農政部『土地分類基本調査船)11.戸賀JJ 1974年

註 7 註 3に同じ

註 8a奈良11多介・磯村朝次郎「八郎潟周辺の遺跡J ii八郎潟の研究dl 1965年

b磯村朝次郎「考古資料 ii男鹿市の文化財』 第5集 男鹿市教育委員会 1983年

註 9 児玉 準 r泉野遺跡発掘調査概報』 男鹿市教育委員会 1976年

註10 註 8bに同じ

註11 岩見誠夫・伊藤極秋*永瀬福見 -海老沢窯跡緊急、発掘調査

秋田県教育委員会 1975年

岩見誠夫「原始古代の郷土J ii若美町史』 若美町 1981年

5 -



第3章発掘調査の概要

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の 概観

前述のように三十刈 1・II遺跡はバイパス工事に伴なう発掘調査で、あるため、調査範囲は最

大幅15m、長さ 415mと狭長である。 1遺跡は是ケ沢遺跡、の一部と見られ、検出遺構の主体は

縄文中期終末期のものである。 1遺跡のある小さな舌状の台地は東側が斜面となり 1. II 遺跡

間の沢へと連なるが、この沢には黒色土が厚く堆積し、主として II遺跡の方から流入したと考

えられる土師器の小片が出土している。 II遺跡の占地する台地は北西~南東方向に延びており、

おそらくこの平坦部全域に平安時代の集落の存在が推察される。

調査区域内の土層はいたって単純で、ある。傾斜面下方では上方より流れて堆積した褐色土層

が厚く堆積し、また SB01倉山、 SD09・10付近は沢の上方延長部にあたっており、表土の下

に暗褐色土が堆積しているが、その他の平土日部では 10~20cmの厚さの表土を剥ぐとすぐに地山

の遺構確認面が現われた。殊に I遺跡の S109以東の傾斜面や、 II遺跡の S1 04~07問の畑地

はその傾向が著しい。 II遺跡、東端にある HH18グリッド内での土層堆積状態の観察は以下のと

おりである。

lV 

第 2国

第 I層:暗褐色土(7.5YR%)耕作土。

第II層:褐色土(7.5YR先)01・II層のj斬移層で炭化物を含む。

:日月褐色土(7.5YR%)υ 堅く、粘性が強い。

第IV層:にぶい黄桂土(lOY )oIII層より粘性少く砂質である。

(5 Y R元:)、黒色(7.5YR )の粒子を全体に

含む。 S102・06竪穴住居跡床面の円形[_l:!]み内とカマド袖

上部に使用されている。 i;f.:~西層である。

II 遺跡では第 II層の下に粘性の強い明掲色土が存在するが、 I

II 

i
 
i
 

i
 

ではほとんど見られず、第IV層上面に遺構が検出される。

第 2節調査の 方法

調査はグリッド方式によったが、グリッドの設定は業者委託とし、以下の方法で行った。調

査区のはほ、中央部に原点MA-50を取り、これから磁北に合わせた南北基線 (Y軸)とこれに

- 6 -



第 2節調査の方法

直交する東西基線 (X輸)を求め、南北方向には 4mごとに北に向かつて順に増加する 2桁の

算用数字、東西万向には 4mごとに東から西に向かつてアルファベット2文字の組み合わせを

付した。アルファベット2文字の l桁目は40mごとに変わり、グリッドの呼称は東南隅の座係

て・呼ぶこととし、座僚名はアルファベットと算用数字の組み合わせて'呼んだ

第3節調査の経過

調1t経過の概略を以下に記す 6月1目、プレハプ設営、1I遺跡から調査開始内6月6目、

S 101竪穴住居跡検出。6月22日、 S105竪穴住居跡付近で掘立柱建物跡を検出する。6月27

日、 I遺跡西端部で表土剥ぎを開始、 7月8日に王り縄文中期の竪穴住居跡を検出。8月l目、

lJ 遺跡調盆終了。 81] 9日、 S109内カマトから炭化米を検出。8月31日、凋先終了。

第 3図 o 100m 
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第 4章調査の記銭

第 4章調査の記録

第 1節検出遺構と遺物

調査は II遺跡東端から行い、遺構には発見JiI買に遺構ごとの一連番号を付した。遺構の構築時

代は縄文、弥生、平安時代であるが、所属時代を決め難いものは時代不明として扱い、遺構、

遺物の記述にあたっては時代順に配列した。各時代ごとの検出遺構数は以下の通りである。

縄文時代 竪穴住居跡・・一.....5 土 墳.........2 フラスコ状ピット .........5

Tピット ............2 屋外炉.........3

弥生時代

平安時代

土 境・嶋一…・…・ 5

腎穴住居跡・・・・・ー..10 土

掘立柱建物跡…… 5 柱

" 。 -・・ 4

「
Jfqp 

時代不明 土 R
U
 

1
iム ‘~ ~ .. .. " ..・・・・・・・・・・12

1 .縄文時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

① 竪穴住居跡

S I 10 (第 6図第 7図版)

位置:P G55・PH55・P155グリッド

確認状況:地山面で、暗~黒褐色の落ち込みを確認した。輪郭がはっきりせず、やや円形に

近いプランかと思われた。

平面形@規模:調査範囲外に約五が入り込んでいるが、円ないし楕円形を呈するものであろ

う。調査部分の面積は13.2ぼである。

来:堅くしまっており、壁から60cmほど離れて 5~ 8cmの高さで一段低くなっている。低位

の床面は住居覆土の土層観察から別棟住居の重複ではなく、本住居回有のものであるつ

壁:住岩付近の地山田は西から東へ向かつて低く傾斜しているので、壁も西側は26cmあるが、

東ほど低くなり 7cmとなる。垂直に近い立ち上がりを

壁溝:輯12~32cm、深さ 6 ~ 10cmで、構築されている。恐らく全周するものであろう。

柱穴:P 1・59cm_ P 2・54cm， P 3・52cm、P4・36cm、P5・52cm、P6・53cmの深さ

で、 P4 を除いてはいずれも低位床面の壁に接している。 Pl~3 ・ 5 ・ 6 が主柱穴であろう。

- 8 
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車 4百草 調査の記縁

ヌ
ザ〈

A
M
V

ハ

り
xハ品

交M
X
 

ザ
A
Vuxハ

川/一γ
一

つぷ
4

1
h
w
 

円
/
一
丸

ゲ¥蒜 対日〉φ刊〉φE17
>>E16 

X"E日

XHE14 

実37

農 遭

沖F13

3<掛対話5('lb よど23 史認
)('21 I 

:5t9 ><" >< 17よr >>G1Z 月i113 XH  H12 
XH  J13 

史文目、31j:>イT だ祖父27

¥'1 

J言、1

×川よさ品
>4-146 

M7)iJ岨

〉い"沖D岨対~C47 〉φE柑
〉φG拍対品川

し止止~

国輩記機選勝進E
 

Jn 
十国

量

3
宙
開

_ n .12-
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第 4章調査の記録

1 つ
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8 底径11.6cm
ハ
us--第 7図 S 1 10出土遺物(1)
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第 l節検出遺構と遺物
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器長 11.9cm 

器l隔 o.5cm

器厚 5.8cm 

石賀花崩岩

m
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i
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第 8国 S 1 10出土遺物(2)

炉:検出きれなかった。

遺物:住居床開から 10cmほど浮いて、住居外から投棄された状態で出土した。円筒上層 a式

土器 1片(第 7国 1)を含む他は大木10式土器である。石器には石鋭、小形箆状石器、石匙、

半円状扇平打製石器、四石が出土している。

S I 11 (第 9図、第 7図版)

f立霞:P E54・55、PF54 .55グリ y ド。

確認状況:地山商で S1 12と重複して確認されたが確認面では両者の新!日関係は不明であっ

た。また北側は倒木痕による撹乱を受けていた。

平面形・規模:調査範囲外に約%が入り込み全容は不明であるが、円形または楕円形となる

ものであろう。調査部分の面積は25.8m2で、ある。

床:あまり堅くはなく、中央部に向かつてやや低くなる。



〉

よ

第4章調査の記録

〉

l 

ー

。
T 
〉 TK点、

第 9図 S 1 11・12賢穴住居跡
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第 U!ri 検出j宣伝奇と j宣物

壁:倒木痕によって北側が破壊されているが、西側は40-45cmの高さで外方に傾斜している。

東側でS1 12を切っている。

竪溝:検出きれなかった。

柱穴:P 1・17cm、P2・24cm、P3・45cm、P4・13ι‘m、P5・20cm、P6・40cl11、 P7 

・13cm、P8・7cm、P9・24cmの深きである。 Pl-3・6・9が主柱穴であろう。

炉:中央よりやや南寄りの床面に焼土が見られ、

遺物:住居内覆土より大木 10式土器のi山片と、石匙、石錐が各 1}~~出土した 0

5 i 12 (第 9図、第 7図版)

位置:P D54・55、 PE54・55グリッド

確認状況:池山田で褐色ないし黒褐色の円形に近い落ち込みを確認した υ また、

を検出したが、これは木造構とは無関係である

平窟形 e規模: 今入り込んでいるが円形を呈するものと忠われる。

16.7m'であるハ

沫全体にほぼ平坦であるが、あまり竪くはない。中央部に長径 150CI11、深さ60-85cmの不

~i~7杉の落ち込みがある。

壁:西iNIJは S1 11に切られて消失している。東側の壁が北側に比して外方に傾斜し、高い所

さで、ある n

蜜溝:検出されなかった。

柱穴:P 1・58cm、P2・23cm、P3・38cm、P4・48cm、P5・57cmの深さである。

及び深さから P1・3. 5が主柱穴であろう。

が:検出きれなかった。

遺物:覆土内から大木 10式の土器片と底部が出土した 0

S 1 i3 (第13図、第 7図版)

: P C56、 PD55・56グリッド

磯認状況:地山面上で黒褐色土を暗褐色土がl羽む状態

では不明であった。

した。 に木根が多く、

とS1 14との関係はこ

平語影 e 規模:二!と側は 入 1) 込んでいるが、おおよそ径400cm~1 どの円形であろう c

調査部分の面積は 7.3ぼである。

床:平安時代の S1 14によって床面が大きく破壊されているが、残存部は平坦である。

壁 r高さ30cm以上で幾分外方・に傾斜して立ち上がっている。東側は S1 14に破壊されている。

壁溝:検出されなかった。

柱穴 S1 14も含めて 4偲の柱穴が検出されたが、このうち P4は本遺構の柱穴で深さ37cm

-17-
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第l節検出遺構と遺物
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第11図 S 1 12出土遺物(1)
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検出jjI，j溝と遺物第 1ofi 

各〉
ト-A'

ト-A'

j萱農
A--j 

Aーーイ

4 

1'0 

褐 色 (10Y R;託)時オリーブ褐色土(2.5Y%)の地山含む

暗褐色(lOYR7~) 

褐色(lOYR%) 

時褐色 (10YR%J寅褐色土(lOYR.%)混入

時褐色(10YR%)焼j二Iit入

6

7

8

9

日

よ褐色(101R%l長選

il自治色(lOYR%，)褐色:仁(lOYRyiJ混入

黒海色 (10YR%l 

lFii褐色(lOYR.%)

fl音褐色(lQYR又)

ー
ム
ハ
ツ
山
内
O
A
U
ι
R
U

1 m 
。

S 1 13・14竪穴住蔚跡第13図

である。

炉:検出されなかった。

遺物:この住居に伴なう遺物は S1 14構築時に大部分が取り除かれたものと思われるが、大

木 10式土器の小破片と、石匙の一部かと考えられるもの及び擦面のある楕円形の石器が出土し

た。 12・13は弥生土器で、本遺構に伴うものではないが覆土から出土した。

S 115 (第15図、第 7図版)

o 153グリ位置:0 H52・53、

ただし東側半分が倒木痕による破壊確認状況:地山面上で黒褐色土の落ち込みを確認したの

しかしJ崩り下げ後の遺構西側の平坦を受けているため、明僻なプランの確認はできなかった。

と判断した。部及び壁、遺物の出土状態から

平面形・規模:南(則が調査範閤外に入り込んでいるが、円形ないし楕円形となるものであろ

う。調査部分の面積は10.6ぼである。

床:大部分が破壊されているが、残存部はほぼ‘平坦である。

- 21 -



第 4主主 調査の記録
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第14図 S 1 13出土遺物
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第 l節検出遺構と遺物

査範間外

A~ 

A-i トーA'

倒木痕による撹乱

1 黒褐色 (10YR%)黄褐色二1::微量混入

ヘ~
第15図 S 1 15竪穴住居跡

。 iη1 

壁:西南部は倒木痕に破壊されているが、残存部はほほ、垂直に立ち上がり、部分的に外方に

傾斜している G 高さは26~38cmである。

壁溝:検出きれなかった。

柱穴:検出されなかった。

炉:検出されなかった。

遺物:大木10式土器数片の他、間石が 1点出土した。

②土壊

S K 13 (第17図)

o B54・oC54グリッド内の地山面で確認した。口部は長径 157cm、短径 128cm、底部がわ

ずかに口部よりも内側に入り込む略フラスコ形である。底面はほほ、平坦で、あるが、南東{別が径

1mほどで 5cmほど円形に深くなっている。最深部の深さは68cm、遺物は出土しなかった。
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A-→ 

トーA'

A---l 

l 時褐色(lOYR先)褐色土 (10YR対)少量混入

2 褐色(1υYR先)

3 実?品色(1OYR%) 

4 黄褐色 (lUYH元)褐色ゴニ(lOYHガ)少量混入

第 1節検出遺構と j毒物

@ 

S K26 

ト-A'
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1 m 

第17図 S K13・26土墳

S K26 (第17図)

P C55グリッド内の地山面で確認された。

長径245cm、短径216川、深さ 10-46cmの椅

円形である。底聞はかなり凹凸があり、

は外方に傾斜して立ち上がっている。弥生

時代の SK25が重複する底面南西部に、桐

部のみの深鉢)1:5土器が埋設されていた。

③ フラスコ状ピット

S K(F)Ol (第19問、第10図版)

し」ームJcm

第18図 S K26出土遺物

MD49・50、ME49・50の地山面で黒褐色の落ち込みを確認した。農道下に入り込んでいる

ため全容は不明だが、関口部径 420cm、底部径 420cm、最深部で 315cmあり、底部は指鉢;1犬を

呈し、中央付近が最も深い。確認面より 120- 140 cm付近に、灰・炭化物層が見られ、投入せ

られたものと考えられる。土器片少数と右器 2点が出土した。
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第 4章調査の記録

⑨ 

Bーベ

ト-A'A---l 

A-→ トーA'

1 U古褐色 (lOY R%i表土

? '毛織色(10YR%i 

3 結締 e(lOYRY.) 

4 巣鵠色(10YR%) 

12 i活字品色{lO'YRt5}渇色土 R気 1
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に~;~、、黄色 (2.5Y 9-~ì

ト1 U音 諸 色 ¥ lOYR%! 

G JJA褐 E.(lOY R%) 

s ng:褐色 (10YR%)黒字品色土(lOYR%)微Jni民人

右越色(lOYHJ~) によ t. ~F{色土の小ブロノ 7混入

7 1溶禍色 (lllYRY.)黒褐色士(1nyR%)、褐色CT- (llJYR%) j能量滋入

8 褐 色 ( l OYRY.) 

16 ーにお山、〕従色(~.5Y%)

17 縞色 (10YR%i 
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第 1節検出遺構と遺物

j 
3 

2 

月
パ
パ
M
6

第20図 S K ( F )01出土遺物

S K(F)02 (第21図、第10図版)

o B53・54グリッドの地山面で確認したが、確認面では中央部が褐色、その周囲が暗褐色の

器長 G.3cm 
』唱ζ ♀ニ』〆 、J

11I 且首z立rιt三て 5.3cm 

〈ここ〉
7 

器i幅 Ll.8cm C二フ
丸善示日f

器!Ti'i¥ 4.6cm 

器厚 1.2cm 

8 
器厚 1.4cm 

石賀頁岩

石賀頁岩

153 cmあり、平土日

ドーナツ状に見られた。関口 113 cm、 107 cm、底部 129cm、深さ 54~68cm、底面が平

tD.で、底部が最も広いフラスコ状となっている。遺物は出土しなかった。

S K (F)部(第21図、第11図版)

o C53・54グリッド内の地山田で SK F02と同様ドーナツ状に を確認した。関口部 146

cm 畑出 136仁川、底部 201cm、深さ 106cmで、底部は平坦で、ある。深鉢形土器の破片と打製石

斧が]点出土しだっ

5 K (F )04 ( 

o E52グリッド内の地山面

IZl版)

した打開口 143 cm、 190 cm、深さは170 cm、

ら丸みをもった立ち 1..がりを るc 覆土内から了i二器片と、ノj、形の

した。関口部、頚部は切られ

した。

S K (F )05 (第23図、第11図版)

P C54内にある平安時代の S109北側壁面、及

ており不明であるが、底部は 130cmをiHlJる。底面は平:t良で、丸みをもった立ち上がりを

遺物は出土しなかった。
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ト-A'

調査の記録第 4章

ト-A'A-→ 

補色 (lOYH.:%)

日奇褐色(lOYR%)賞褐色ニiニ(10YR元)の小ブロック混入

賞掲色(lOYR先}

寅褐色 (lOYR先)

明褐色 (lOYR~?iÍ) 

に，';;1".}}t褐色 (lOYR先)

1

i

q

L

q

a

A

A

宍

U

ハむ

円

1 賞褐色 (JOYR%¥砂賀、{こ品、賞侵色土(lOYR%) と鵠色士(JOYRY.l 

の小7ロノ:7Ht:入
2 自在掲色(I0YR7.f)武褐色土(JOYR%l少量滋入

3 路網色 (IOYR%) 

4 褐色(lOYR;-，l 

5 j立褐色(1UYR%)補色土(JOYH対1i位入

6 偶色 110YH文}武褐色士(101'R.%) i1t入
7 賀補色(luYR%i 

B 褐色(!OYRY.i賞掲色1ニ(lOYR%l ilV. 

S 武褐色(10YR~6) {i'}質

10 硲縄色 (lOYHoJil 

II i電褐色 (10YR%)砂'i!i:

1 m 

器長 7.7cm 

器IjJ話 3.8cm

器厚 2.0cm 

石質チャート

つ

日
り

v
s
l
t

S K ( F )02・03フラスコtkピット第21図

1 く〉
5 cm 。

S K ( F )03出土遺物
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、与三:J/:
晶、‘-----

Aーーイ

福色 (lOYRお)池山粒子少量

黒褐色(lOYR%l 焼ゴ二粒子徴輩、地山~;守子少量
3 褐色 (lOYHガ)地山粒子徴最

4 BI'~r~ 色 (lOY R)::;)後土枝子微量、地山粒子少最

5 IJ白褐色(lOY氏支)J也山粒子少量:

己 主褐色¥10Y J-tg/5)地山粒子i故量

7 改褐色 (lOYR%i渇色ニL:混入

8 11計局色 (10YR}{) j白山粒子11技量、砂まじりの層

9 黒褐色 (lOYH.%)地山粒子微量、砂まじりの層

第 1節検出遺構と遺物

⑨ 

→トr時¥j、 ) 

、 J 

¥ 

ト-A' A一寸 1 

1 IJ音褐色(lOYR先)

黒褐色(lOYH%i 

い-A'

褐 色 (10YR万)黄褐色二仁 (10YH%)少量混入

4 茶褐色 (lOYH%)黄褐色土 (lOYR%)少量混入

5 黒褐色(lOYH完)黄褐色ニヒ(lOYH%)微量混入

6 蒸渇色 (lOYH%)

7 fj斉褐色(lOYR_%')賞褐色土(lOYR%)微量混入

8 暗褐色 (lO'{R~f;) 1ft褐色二iニ(10YR_%)少量混入

9 褐色(lOYR%) 

目黒褐色(lOYH%)賀褐色土 (10YH%)微量混入

11 時褐色 (lOYH五一)

12 1を褐色(lOY 

13 黄渇色 (lOYR%)

第23罰 S K( F ・05フラスコ状ピント

すピット

SK(T)Oi( 

K E43、KF'1J・ 44グリッドのI也山市で碍認したカヘ プランは不明瞭で-あった

長軸方向は関口 301 cm、 286 cm、 357 cm、短軸方向は関口部径67crn、底音IS21crnあ

り、深さ 101crn、長軸方伎は N-51
0

- Wである。 しなかった。

SK(T)02 (第25図、第12図版)

P C . P D55グリッドの地山面で確認した。長軸の関口部笹265cm、頚部272cm、底部296crn、短

軸の関口部径31crn、底部10cm、深さは95crnで、長軸方{立は N-87
0

Eである。底面は平坦で、あ

るが、両端がやや浅くなりながら丸みを帯びて長軸方向に張り出している。 遺物は出土せず。
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第 4章調査の記録
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第24図 S K ( F )04出土遺物
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検出遺構と遺物

:I---A' 

第 1節

⑨ 

A-ーイ ¥ 

A' S K T01 
A-1 

1 褐色tUYR元 i 持1@.̂1:[_lOY R 九)主世i止d~ ヘ
2 褐色 ι lOYR%
3 鵠0.110'{ R釘)

1 泌色 '10YH~i; i 

5 a音繕色 f}OYH%i

寸褐色 tltlYH~Ç， ì 

寸 iこぃ黄色災 3

6 に i山、古t色(L.5Y%')褐i色士 ill'YIH{J f散財it?人
7 j市褐fI;.ilOYfHil 

十縞色 i]{)YRお}
8 絡協色 (lilYR'J.:，)縞色土 ilOYR%i微'1(i見入

9 1品色 ilOY R対f

4 にぶい賞授色 iJOYR%) 
]0 tJ:¥鴇色 !10YR ，~)縄色土、 11音縞色土微量f混入
11 裁褐色 (10i'民元}給制色iニ1社員i，lt人

④ 
ト-l'¥'

i 

A-→ 

了
S KT02 

ト-A'

トーB'B-ベ

A一寸

;f!Hお色 (lOYR%)J也山1立ヲ三段tR
時褐色 (lOYR%)池山粒子微量
黒褐色(lOYR%)地山粒子微量
褐 色 (lOYR%)地山粒子微量;
黒色 (lOYR;!1)池山粒子微量

1-
つム

q
U
4
b
R
U

S K (T )01・02Tピット
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第4章調査の記銘

⑤ 慶外炉

遺構周辺にピット等がなく屋外施設と考えられ、掘り方内に深鉢形土器などの土器を埋設し、

火を使用した形跡のある遺構である。 SN07は焼土はほとんど見られなかったが、形態的には

S N05・06と同一であるので屋外炉と見なした。

S N05 (第26図、第11図版1

o F54グリッドの地山由A で焼土を含ん プランと埋設土器を した。

長軸 189cm、短軸 115cm、深さは最深部で34cmである。しっかりした掘り方ではなく、

l_l:!]凸があり、堅:は緩やかな立ち J-_がりを示す。この中に深鉢服部を埋躍してある。埋土中に

して認められた。

S N06 ( 、第11図版)

OH・o155グ1)ゥド内めj也山面で、土T_d支j二;与を{半なう 7'弓、 J~/ ../引y

118 側、短馳46cm 、深さ 12~30cm で、平面では rj' うた音[~がわずかにくびれている。 W: 位i は 1.!.!J

凸があり、笠の立ち上がりも繋然としていない c この ~tmlj に深鉢71ヲ土器を理置しているの土器

は口縁・底部を欠く。土器内思土中に石鋲が 1点含まれていた。焼土は埋土下層ほど多く、 5

cmほどの大きさの炭化物が含まれている。

S N07 (第27図、第11図版j

P C . P D54グリッド

空豆軸50cm、深さ.37cmで¥

→L 

'2::' る 形フラン

ち上がる f

したハ 102 cm、

中央部がくびれてお

り、この東側に高さ 10cmほ る。上主ニヒには焼土はほとんど含まれていない。

第15図版)

らの出土遺物は土器、石器ともに非常に少ない。 1は円筒上層 C式、 U土葉脈状文

の施された大木10式である。 5 (第15図版 6)は深鉢形土誌で、地文には組i¥，、来、文を縦走さ

せ、この上に太い沈線による曲文が描かれているや口縁部にはJ~'~糸はなく、山形突起から S

している。太平洋側の門前式に後続するものであろう

のある白石などが出土した。
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第 1節検出遺構と遺物

ト-A'A-l 

ト一生
05ucm  

1 iI百十品色(lOYR%l 幾土f散ら:(a~ 入

2 掲色(lOYH%") iifi補色土、 lOYR%'i多?説、 Pl褐色 L ilOY R)if，l j首長、焼 iニ{世最泌人

3 拐色(lOYrC3-，f_) I1fi掲色士!lOYR;主i 多量滋人

4 褐色 ilOYR:!-i， i焼土滋入

5 総色 ilOYR%! 

6 t品色 iluYR:Y，l焼土i粒段ilEλ

i ;主婦色(10YR.%)ブ口 の時寸リープ褐微j鼠l. 娩上i世ji1混入

01Ocm 

第26図 S N05屋外炉
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第 4章調査の記録
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第27図 S N06・07屋外炉
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- 35-

2.9cm ~ 

民岩

¥
¥
 

/
/
f
l
i
l
-
-
1
¥
 

5 

8 
器長 6.5cm 

器It高 2.4cm

器厚 1.0cm 

石賀頁岩

11 
器長

吉正1隔

にコ君主厚石質

m

m

m

よ
5

C

C

C

土
イ

ι

3

3

山間

ハリ

n
x
U
A斗
ふ

い

ν
U

1

8

A

4

，ぺ
e



第 4章調査の記録

2. 弥生時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

①土護

S K 16 (第29図、第 9図版)

o E52暑 53グリッドの地山面で確認した。在 130crnほどの円形て， j奈さ20cmほどであるが、

底面中央部に径20crn、!底面からの深さ 16crnのピットが見られる。他は平坦で壁はやや外方に傾

斜して立ち上がる。土器片が埋土中から出土した。

S K 19 (第29問、第 91~版)

o F • 0 G54グリッドのJ也山面で確認した。f:歪 142cmの円形で、深さ 6~ llcmを;WJる。底面

は平坦で・、中央よりやや北寄りに径33cm、深さ15cmのピットがある。壁は低くやや外方に傾斜

している。土器片が埋土より出土した。

S K20 (第29図、第10図版j

o I 55 . 56グリッド内にあり、地山由Jで確認した c 径 145cmの円形て¥深さ60cmであるの底

面は平tll.で、壁が若干内{頃して立ち上がるフラスコ形を呈する。覆土中から土器片が出土し、

復元した所約巧残存の護形土器となった。土器内。外面及び断面に稲籾庄痕が 71毘認められる。

S K21 (第29図、第10図版)

o J 53・PA53グリッドの地山商で確認した。長径 168cm、短夜 117cmの楕円形て¥深さ35

cmである。平i尽な底面から壁が丸みをもって立ち上がるの覆土内から土器片が数点出土した。

S K25 (第29図)

P C55グリッド内の池山面に構築された縄文時代の SK26に し された。

crn、短径70crn、深さ24cmである。底面は平坦で、、

土した c

(2) 遺構外出土遺物(第31図、第15図版)

に立ち上がっているの

124 

土器のみで、器形には斐・蓋が見られる。器問調整技法として細かな刷毛自を使用し、その

後に縄文を施して沈線文、刺突文、刻み目文などの文様を描く。 2~5 条の横走する平行沈線

と鋸歯文を基調とする文様が多い。 13の葦の口唇部には刷毛自工具の圧痕が*iiEIこ並列している。
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第 l節検出遺構と遺物

ト-A'

A-→ IJ ト-A'

ト-A'

A-ーイ トーA'
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第29図 S K16・19・20・21・25土境
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第 4章調査の記録

3 平安時代

(1)遺構と遺構内出土遺物

① 竪穴住居跡

S 101 (第32図、第 5図版)

位置 1F26、 1 G 26 . 27、 1 H26ョ 27グリリノド。

権器、状況:地山面とで明確な方形のプランと覆土内の焼土を確認した。

平面形@規模:東壁 473cm、南墜 442cmの方形て¥面積は20.5m2、主軸方位は N-33
0

-W。

床:~凸が少なく、比較的堅くしまっている。中央に掻 260 cm、深さ 10cm~まどの円形の落ち

込みがある。本住居跡は焼失家屋であるが、境二i二・炭化物層はこの!:!:!]

しており、問み中にはほとんど入っていないことから、少くとも はこの凹みは埋

められていたことが明らかである。

壁:12~27cmの高きで、いずれも垂直に立ち i二がるしっかりとした作りである c

壁溝束。西壁の一吉ßlì i' j主切1.Lる能は 11届10~28cm、深さ 5~ 27cm て、 Im~主に巡っている。

柱穴:P 1・52cm、P2・27cm、P3・38cm、P4・28cm、P5・46cm、P6・13cm、P7 

・30cm， P 8 ・20cm、P9・28cm， P 10電 20cr口、 Pll.17cm、P12・26cm、P13 . 36cm、P14 

・13cm、P15・8cmの深さで、このっち Pl~8 カ吋圭穴である G

カマド:南監のやや西寄りにあり、煙道は短く;樫出に向かつて急激に立ち上がっている。両

袖は弱粘質褐色土で構築されている。

遺物:竪穴住居跡中、最も遺物量が多く、土師器 a 項恵器のよ下・斐の他、土j垂、砥石が出土

した。また、カマド内より炭化米 1点が出土した。

S 102 (第35図、第 5図版)

位置 1J 28・29、JA28 . 29グリッド。

確認状況:地山市でプランを確認したが、 したことも本住居跡検出

の手がかりとなった。

平笛形 e 規模:[萄壁 411cm、北壁 401cmの方形で、面積15.8m2、主軸方位は N-25
0

- W。

床:中央部は凹凸が少なく非常に堅くしまっているが、壁付近はかなりの凹凸がある。

壁:全体に低〈、最高部で15cmであるが、

壁溝:検出されなかった。

な立ち上がりを示す。

柱穴:P 1・23cm， P 2・13cm、P3・llcm、P4・16cm、P5・9cm、P6・16cm、P7 

・19cm、P8・16cm、P9・10cm、P10・19cm、Pll・22cm、P12・13cm(J)1菜きで¥こグ〉うち

P 1 ・3 ・6・7 ・11・12は柱穴と考えられるが、南・北壁中間の柱が不明である。

カマド:南壁のやや西寄りにあり、'煙道は短く、外方に急激に立ち上がる。袖は弱粘土質黄

40 -
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十時褐色(lOYR.'Yii 13 黒褐色 (lOYR%-)時褐色土 (10YH_~). 1電話色土 110Y毘少母宅唆土料子4昆入

D一一1 2 ト-D'E一一イ i ト-E
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8 ff音褐色(1OY毘'!ii 13 s.丹褐色(7.5YR気)

9 褐 色 (1日YRY.l 14 明赤褐色 (5Y R%lによい赤褐色土 l5 Y RXI混入

10 褐色 1.lOY R Xl 15 B月褐色(7.5YR%i ハ
11 閥色(川 R%i ._ - _. ~ 1， m 

| I  I I I 

151:3 

1 暗縞色 (10YR'!i)日lfl赤褐色 (5Y R%iの焼土小ブロソア少量浪人

2 rVl赤掲色 (5Y R%)峨褐色(lOYRY.)少量浪人

3 黒褐色(1OYR%)明赤褐色 (5Y R%)の焼土中ブロ，ク少量浪人

4 赤褐色 (5YRY.)

5 日E褐色(1OYR%) 

6 略縄色(lOYRY.)焼土大ブ口ソク少量量浪人

第32図 S 1 01竪穴住居跡
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第 4章調査の記録

1口径 11 ・ ~cm 、ζご

底径 7.0cm 

器高 2.8cm 

底部回転へラ切り

6.0cm 

3.6cm 

lま部回転糸切り

底桂(推) 6.6cm 

器高 3.8cm 

底部回転へラ切り

¥三イ15.0

10底径 7.0cllI 

音量高 4.1cm 

底部回転糸切り

6.6cm 

器高 2.8cm 

底部回転糸切り

14 1.出;住 6.4cm

底部回転糸切り

口f歪 13.7cm

底径 8.0cm 

器高 14.5cm 

底部回転糸切り

17 

ロ窪

2底在

器高 4.0cm 

底部回転糸切り

13.4cm 

5.2cm 

器高 4.1cm 

底部回転糸切り

13.6cm 

8底径(推) 7. 2cm 

器声~ 4.0un 

!底部回転糸切り

13.2cm 

6.5cm 

4.1crn 

底部回転ヘラ切り

13.0cm 

5.3cm 

器高 4.3cm 

底部回転糸切 1)

ノ
/口径 13.0cm 

9 Jif: 径 5.3clll

器高 5.2clll 

底部回転糸切り

8.'ICm 

3.9cm 

底部回転糸切り

口径(推)1O.9cm 

j五H壬 Cj{j主) 5.9cm 

若，r高 4.9crll 

¥一上二コグ
j底佳 6.1cm 後 lI.1cm 

底部回転ヘラ切り 夜吉15 木葉痕

18 

口径(推) 15.4cm 

。 10cm 

第33図 S 101出土遺物(1)
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第 1節検出遺構と遺物

23底任 6.6cm 

底部回転糸切り

6.8cm 

回転糸切り

(推) ll.lcm 

口径(推)19.ikm 

!J"'i圭 20cm

器高 35.5c 
026 

lOcm 

e 
28 

29 
石賀安山岩

口径(推) 17. 6cm 
口

!JI司筏 (推)38.8cm 

器高(推)46.2cm 

第34図 S 101出土遺物(2)

。 lOcm 
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i清褐色(lOYR%)褐色土 (lOYRY.)、武補色土(lOYR%)、明賀補色ニt(lOY R%)、
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2 縞色(lQYR%) 

3 褐色(JOYRY.) 
S 102竪穴住居跡
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第 1節 検出遺構と遺物

褐色土を用いているがあまり明日奈でないために、特に東側の袖は掘り過ぎによって破壊した可

能性がある。

遺物: . :;fi忠器午が出土した。

その龍:床面のやや北京寄りに在 100側、深さ30crnほどの円形の凹みが検出された。この間

みの確認iiiトの西側には、焼土と、地山田から 150crn{fど下層に堆積するによい黄色の砂質土

中)が混入していた。この凹みは住居跡に伴うものと考えられる。

k二ドーグ

2 底住 5訳、m

底部回転糸切り

第36図 S 102出土遺物

S 103 ( 、第 5図版)

イ立置 JB28・29、 J C28・29グリッド。

い

3. 仁i在(推) 2υ.8cm 

10cm 
i I I 

確認状況:地山面で確認したが、地山が西に向かつて傾斜してお 1)、西壁は不明確であったの

平面形 e 規模:西・南壁が 465cmの方形で、面積20.1m2、主軸方f立は不明である。

床:北東側半分は若干の凹凸があるものの比較的堅いっが南西側半分はさほど壁くはない。

壁:いずれも低く、南壁において最高12cmを測る。はほ華麗な立ち上がりである c

壁溝:東患には検出されなかったが、他の壁にはi幅10~25crn、深さ 5~ 10cmで巡っている。

柱穴 P1 . 18clll、P2・32cm、P3・46c111、P4・55clll、P5 .62側、 P6 . 35cm， P 7 

. 44c111、P8 '36cm、P9.28c111、P10.21cmの深さである。 P1・10を除く 8'f悶が柱穴である

カマド:付設されていない。

遺物:ニiニ I~市器小破片と土録 l 点が出土した。

その龍:南東壁寄りにカマド状張り出し部があるが、住居より古いものでカマドではない。

また、 SNO:3焼土遺構は住居跡確認面で検出されたものであって明らかに住居跡より新しい。

158側、短径 126cm、深さ 18c111の;惰円形の落ち込みがあるカt 伴うもの

と考えられる。

5 104 (第38図、第 5図版)

位置 LF50、LG49・50、LH49・50グリッド。

確認状況:耕作土を剥ぐと住居跡床面が露出した。南側に住居より新しい溝も確認された G
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第 4章調査の記録
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トーD'E----1 ト-E'

il-ノ
7 1 11古褐色(lOYR%)焼土粒子微量1 11音褐色 (lOYR%) 

+明黄褐色(lOYR%) 

2 黒褐色(lOYR%) 
3 時褐色(lOYR%)明黄褐色土(lOYR%)少量混入

2 

第37図 S 103竪穴住居跡
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第 l節検出遺憾と遺物

P28 

_oB 
P22 U P25 

@694 
1 赤縄色 (5Y R~ ) 

2 品、縄色(2.5YR~ ) 

3 時縄色(7.5YRY.) 
4 褐色 (IOYR~) 

時褐色土 (IOYRY.l 1民入

A-I 

D→ izfト 0'
¥-1-::，.J 

@ 

@ 

P21QJ 

S_， 
E→士以JE

1 ，A、縄色 (5Y R匂)
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第38図 S 104竪穴住居跡、 SDll・12溝
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第 4主主 調査の記諒

平蕗形@規模:住居北側が調査範囲外に J入っており全容は不明であるが、南監は688cmある。

方形を呈するものと考えられ、調査部分の面積は33ぼである c 主軸方位は不明である。

している。床:全体に堅くしまっており、中央部に向かつて

壁:低く外方に傾斜する西壁と南壁が検出された ない。南壁は住居より新しい SD

11の南側ラインと一致するが 恐らく SD11の掘り込みによるもので正確な壁はこれより北

側の柱穴寄りにあったものと思われる。西壁も同様に SD11の延長であるかも知れないが、干

の位置では SDl1は検出されなかった。

蜜溝:西・南側の柱穴亨IJの外側と東側柱穴列に沿って途切れながら浅い溝が検出された。

柱?と:P 1・54cm、P2 . 64cm、P.3・ 55仰、 P4・67cm、P5・24cm、P6・5.3cm、P7 

， 59crn、 P8. 66cm， P9 . 71cm， PI0.66cm， Pll'69cm， P12・80cm， P 13 . 16c111 ， P 14 

. 28cm、P15・30cm、P16・17crn、 17・20Clil、P18 . 15cm、P19・28cm、P20・17cm、P21 

. 18cm、P22・24cm、P23 . 38cm、P24 . 12cm、P25'12cm、P26儒 14cm、P27告 32cm、P28

・35cm、P29・77cm， P30・24cm、P31・17c111， P 32 . 32cm， P 33・13cm， P 34 . 13cm. P.35 

・ 73cm 、 P36 ・ 69cmの深さで、このっち Pl~4 、 P 4 ~ 9 _ P 9 ~ 1.3は一列に並んでおり

本住居跡の柱穴て‘あろうと考えられる。

カマド:カマドは検出されなかったが、床中 よく焼けた5自床炉カ"4 られる【地

を切づて床面に浅い溝があるが、住居より新しい SDllの掘り込みである。

遺物:土器は出土.しなかったが、 P33 . 34内及び地!未炉付近から炭化栗が出土した 0

S I 05 (第39図、第 5 ・6図版)

イ立置:L E45・46、L F46・47グリッド。

確認状況:地山面で明確に検出された。

平扇形@規模:全容は不明であるが、 で北壁は 721cmある。

床:ほとんど凹凸がなく、堅くしまっている G

27.9m' 

壁: よりは 立ち上がるしっかりとした作りで、床から 6~ 15cmの高さである。

皇室溝 r幅17~30cm、深さ 14~28cmで、注切れることなく構築されている。

柱穴:P 1・70側、 P2・65cm、P3 . 63cm、P4・54cm、P5、62cm、P6・13cm、P7 

. 10cr目、 P8・12cm、P9・15crn、P10・17cm、Pl1・ 18cm. P 12・24cm， P 13・20cm、P14 

. 13cm、P15・25cm、P16 . 34cm、P17・20cr口、 P18・14cm、P19・12cm、P20・18cm、 P21 

. 8 cm、P22・17cm、P23・11cm、P24 . 20cm 、 P25 ・ 13cmの深きて Pl~5 が柱穴であろ

う。柱穴めと部は口 ト状を呈し、 はないっ

カマド:検出されなかったが、北東隅にある凹みには埋土に焼土が浪人していた。

遺物:西壁の壁溝内から須恵器午が 1点出土した。

48 -



検出遺構と遺物
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第 4章調査の記持

S 106 ( 、第 6図版)

イ位立置 L 84幻7. L1将広人、 L C 47 . 4羽8クグリリ

確認状況:地山雨而iで確認したの

平面形 e 規模:束壁 451cm、北壁 491CIlJの方形で 前干iLt21.7 rn' 主i!illlIj位は N-55
0
-W  

床:南壁側が不捺形に落ち込んでいる他は出oが少なく!弔くしまっている。

壁:最高部て‘10cm前後の高さであるが、立ち上がりは急角度をなす。

壁溝:南側の落ち込み部のみ検出できなかったが、地のむ芦にはi出10-34cm、j奈さ 6-20cmで

構築きれている c

柱穴:P 1・18cm. P 2 ・26cm. P 3 ・1~k: 111. P 4 ・18clII. P 5 ・24cI11. P 6 . 15('111 ド 7

・23cm、P8 ・21cm. P 9 ・40cm. P 10・23cl11. P 11・19c111. P 12・18cl11. P 13・19c1Tl. P 14 

・32cm、P15・17cm、P16・10c叩、 P17・18cm、P18・14crn、P19・10cmのj奈さでいずれも j支

く、壁溝内にあるものもあるが、それぞれ対応せず、この住民ーの柱穴は定かで‘ない。

カマド東日主に 2基付設されて1.'，るが、奈)j'IU関係は不明であるハ出fj[刊のカマドは f[hカtわずか

に残存し、土師器表底部を器台としている。北側カマドの袖は全く残存していない t この他、

床中央部よりやや東寄リに佳35cmほどの地球炉がある ιコ

その他:南側カマド付近に庄90c]]]の円形の l~1 みがある c 造物はなく、遺跡基本層 Lv~第 IV層の

にJJい賞帯魚砂官二仁が内面令体にj全られていた

遺物:器台の地、 ~:l.師器察、士銀、砥石が出土した

S 107 (第41図、第 6図版)

程置:K A45 .46、 LA45・46グリッド。

薙器、状況:地山田lで方形のブラシを認した

平面形@規模: j:i_t;j m~ 251 CI11、北 m~ 328 CI11の方JIラで、泊i桔は 8111'0 桁行方{立は N-37" ---W。

床:[l:!]凸はほとんどなく、さほど堅くはない

壁:北f告は境存しない。東。四壁も南mlJほど高いが北ほど低くなり、コーナ一部で<l'jJこする η

愛構:検出されなかった

柱穴:P 1・16cl11、 P 2 ・22cm、P3 ・11cm、P4 ・6cm、P 5 ・4cm、P6 . 10c:mの深さ

で、この 61l誌が柱穴である。

カマド:付設さlLていない

遺物:出土しなかった。

S 108 (第42図、第 6図版)

位置:M C51・52グリッド門

確認状況:地山面で遺構の一部を確認した。
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第4章調査の記録
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第41密 S1 

調査範囲外

o 1 m 

A-→ ト-A'

平菌群@規模:大部分

外に入ってお

り不明である。

京:I~I 凸は少ないが、

さほど堅くはない。

撃:東竪11~ 13cm、

壁 6cmの高きで、わずか

i m に外方に制して立ち上

第42図 S1 

ハリ
1
1
1

カfるc

壁溝:検出きれなかった。

柱穴:明確なものは雄認されなかったが、南側隅に

ある。

カマド:検出されなかった。

遺物:出土しなかった。

錆考:明確ではないが、

X58cm、j菜さ20cmほどのピットカf

どの状態から住居跡の一部であろうと考えられる。
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第 l節検出遺構と遺物

S 109 ( 、第 6図版)

仕置:P B . P C . P D 54グリいノド)

確認状況:地山面で確認した。

平面形@規模:約五のみであるが、北壁は 541cmあり、方形で調査部分の面積は12.6m2、

i地方{立は N---76
0 

- Eである。

床:f!:!:1凸が少なく堅くしまっている。 SK(F)05の上にはわずかに貼り床を施している。

壁:35~50cmの高きで垂直に立ち上がるしっかりとした壁である。

: 111&¥ 8 ~21側、深さ 5 ~ 10cmで掘り込まれているが、北慢の東側及ぴ東慢のでは路

認されない

: P 1 含 37cI11、 P，)・ 35C!l1、 P;:;. 29c!l1、 P4 .4日cm、P5 . 51crn、P6・:38cmのj宅さ

で、このうち P1~5 は に構築されており、柱穴であると考えられる。

カ?ド: されている。 短かく、緩やかに立ち上がって

に張 1)出すっ袖部は を用いており、カマドの下に あることから、

『カマドを付設したものである。 P6 

遺物カマド内から土師器ff，_，炭化米15粒、

S 114 (第13図、第 7図版)

イ立置:P C . P D56グリッド内

確認状況:地山面上で黒褐邑土を

は径30cmほどの地床炉が見らhる。

した。

日*
…ー

したが、この時点では縄文の住居と ていた。 o 5 cm 

その後の掘り下げ‘により、土師器・須恵器が出土したこ 第43図 S 109出土遺物

とと土層断面の観察によって平安時代の住居が縄文時代の住居に ることを した。

平菌形@規模: 外に〆入っているが、 さは 331cmの方形であろうと思

われるハ 4_7 m'_ N -89
0 

- Eである。

床:ほとんど凹凸がなく、 lf~ くしまっている《

建 S1 13の床面では壌を検出することができなかったが、

る高さ 54cmの壁が見られる。

: i現 a 111高20~27cm、深さ 5cmLi 
司

ゐ刀、、

断面では幾分外方に傾斜す

でない。

柱穴:P 1・33cm、P2 . 30cm、P3・36cm、P4・40c!l1の深さて;， P 1 ~ 3が本住居跡の

ネ主穴であろう。

遺物: t-L仁ヒしているの
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第 1節検出遺構と遺物

②土壊

S K04 (第45図、第 8図版)

J C31グリッド内の地山田で確認した。長径 113cm、短径86cmの楕円形で、深さ 19cmで、ある G

平坦な底面から壁が外方に緩やかに立ち上がる。内黒土師器と須恵器の土手が各 1点出土した。

S K05 (第45図、第 8図版)

J B30グリッド内の池山面で確認した。長径62cm、短径55cmの椅円形て¥中央部が最も深い

丸底で、深さ33cmである。土師器坪が 1点出土した。

S K09 (第45図、第 9図版)

L B46グリッド内の地山面で確認した。長径126cm、短径77cmの楕円形で、深さ 10cmである。

底面は幾分凹凸があり、北端には小ピットが見られる。壁は緩やかである。須恵器 2片出土。

③ 焼土遺構

5 NOl (第45図)

J B30グリッド内の地山面で確認した。長径56cm、短径40cmの楕円形でほとんど掘り込まれ

ておらず、深い所でも 5cmほどしかない。非常によく焼けて堅くしまっている。遺物はない。

S N02 (第45図、第11図版)

J B30グリッド内、 SN01北側の地山面で検出された。径68cmほどの円形で、底部は播鉢状

となり最深部で10cmの深さである。非常によく焼けていて堅い。遺物は出土しなかった。

S N03 (第45図、第11図版)

S 103竪穴住居跡の覆土上面で確認した。この遺構のE支部は S103の床面をも掘り込んでい

るが、 S103よりは確実に新しい。径82cmの円形て¥中央の最深部で深さ 18cmである。底部は

よく焼けており、非常に堅い。土師器禁下半部が遺構底面に密着して逆位に置かれて出土した。

S間的(第45図)

J B30グリッド内の地山面で確認した G 長在67cm、7亙箆47cmの楕円形で、 j底面は平路、竪は

外方に傾斜しながらまっすぐに立ち上がる。 深さ 10cmで焼土は少なく、

状に見られる程度である

④柱列

S AOl (第47[;?{])

にフ♂ロック

H H14・15、H1 ]5グリッド地山面で検出した。 2間(総長2.05m )の柱列で、この西側に

ある SD Ol ~08溝と平行し、方{立は N -25
0

-Wである。柱穴は後55~62cm 、深さ 15~18cmであ

る。柱間は北から2.04m ( 6尺 8寸)、 2.01m (6尺 7寸)である。

S A02 (第47図)

1 E . 1 F . 1 G 24グリッド地山面で検出した。 21間(総長3.14m )の柱列て¥方位は N
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第45図 S K04・05・09土境、 SNOI-04焼土遺構
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l 底径 5.9cm 

底部 rrrlq¥I、糸切り

円
ιd 

第 1節検出遺構と遺物

12.6cm 

底部回転糸切り

器商(推) 5.3c:m 

lま音1; 回転糸切り

4 
器厚 5.6cllI 

石賀 i疑灰岩
5 

1・2・4 S KO'l、3 S K05、5 S NU3 

1O.7cm 

木業J点

o lOcm 
第46図 S K04・05.S N03出土遺物 i I I I I I I I I I I 

72
0

-E である。柱穴は径35~45cm、深さ 32~40cmで、柱聞は西から 2.58m ( 8尺 6す)、 2.56m

( 8尺 5寸)である。

S A03 (第47図)

1 J 26・27、 JA27グリ/ド地山面で検出した。 5間(総長4.62m )の柱列で、方位は N -

62
0

-Wである。柱穴は径20~33cm、深さは P 1 、 2 、 6 が浅く 15~ 18cmであるが、他は25~38

cmて、柱間は西から1.21 m ( 4尺)、 1.26m ( 4尺 2寸)、 L14m ( 3尺 8す)、1.01m(3尺 4寸)で

ある n

S A04 ( 

o J 54、PA53グリッド地L1J面で検出した。 2間 ( .72m)の柱列で、方位は N-72
0

Wで、ある n 26c:m 、深さ 45~49cl11と均ーである Q 柱間は西から1.84m ( 6尺 1寸)

1.88m (6尺 2寸)である。

S A05 (第47図)

P A55、PB54・55グリッド地山部で検出した。 31詞(総一長6.24m)の柱列で、方位は N

75
0 

-Eである O柱穴は径21~ 24cI11、深さ43-49cmで SA01の規模に酷似する。 P1 は S109の

北東隅に一部がかかるが、新!日関係は不明である。柱穴は西から2.08m ( 6尺 9寸)、2.13111(7

尺 1寸)、 2.03m ( 6尺 8寸)である。

⑤ 掘立柱建物跡

S 801・02(第48図、第 7図版)

J G37、JH . J 1 36~38グリッドの第五層黒色土面に検出された。 S B01はP2・6が深
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第 l節検出遺構と遺物

さ22・23cmと浅いのに比べ、 P4・8は87・81cmと最も深いことから、桁行 2間(総長2.61m

-北)、梁行 2間(総長5.35m 西)の東西棟建物であると考えられる。平均柱関寸法は桁行1.30

m ( 4尺 3す)、梁行2.68m (8尺 9寸)で、建物の軸方向は南側桁行でN-53
0

-Wである。 S

B02もP2・6が深さ 21cmと極めて浅く、 P4 ・8が最も深いので、 SB01同様、桁行 2間(総

長3.19m )、梁行 2問(総長5.55m一西)の東西棟建物と考えられる。平均柱間寸法は桁行

1.59m (5尺 3寸)、梁行2.76m(9尺 2寸)で、建物の軸方向は南jftU桁行でN-53':_Wである。

東南隅の掘り方は四角であるが、円形の柱痕跡が認められた。間建物は密接して並んでおり、

したと考えるには無S B01西側と SB02東側の間隔は 0.7mほどしかなく、両者が同時に

理があろう。

S呂田(第49図、第 7図版j

L D . L E46~48グリッドの地山田で検出した。西に S B05の東西棟建物があり、桁行 2間

(総長5.79rn一南)、梁行東側 4間(総長7.86m)、西側 3間(総長8.04m)の東西様の総柱建物

と考えた。南側に庇があり、建物の車IlJ方向は南mu桁行でN-82
0

-Wである c柱穴は径25~37cm

よる 155 る 1.63 <Qj 1~ n 1 山 i
も斗.22 @~ 1却 @3 

2.81 2.80 2.75 
2.ベ0

。P8 
5802 5801 

P4@  <?P8 
P4W  

2.74 
2.67 2.52 2.65 

P7 F'(j P51 iい Ip7 以
Cベ@1 54 ~ 1.65 tQ1-F-@ω  
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∞
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第48図 S B01・02掘立柱建物跡
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第 4章調査の記録

で、深さは21-61cl11を測るが北側中間の柱を欠く。 P5・6はS105の覆土上面から掘り込ん

でおり、この建物の方がS105よりも確実に新しいと言える。身舎の柱間寸法は桁行が西側で

平均2.76m(9尺 2寸)、東側で3.12m(10尺 4寸)、梁行は東側が北から 1.10m、2.49m、2.57

m、1.70m、西側が:3.14m、3.20mである。庇のi福の平均柱問寸法は1.74m (5尺 8寸)であ

るn

S 804 (第49図、第 7図版)

LD46-錦、 LE47・48グリッドの地山田で検出した。桁行東側 3間(総長6.04m)、西側 2

間(総長6.07m)、梁行 1間 (4.62m-北)の建物である。柱穴は P1・2が深さ 15('111[.1どでP

3 - 7 は 22~38cl11、 P8 のみ58cI11とぱらつきが大きい。 P 5はSB03のP5と重複する。柱間

寸法は桁行東闘が北から2.94m、1.85m、1.25m、西側が北から3.02m、3.05111、行は4.45

m (14尺 8寸)である。建物の軸方向は東側桁行でN-14
0 

Eである

S 805 (第49図、第 7図版j

LE~LG 、 46-49 グリ、ソドの地山面で確認したがP20 倉 21は S 105の覆土上から掘り込ん

でおり、確実に S105より新しい。桁行 3間(総長6.90m 北)、梁行4問(10.11m一東)の東

西棟で、南，北側に庇のつく総柱建物である c 建物の軸方向は南側の桁行でN-82
0

-Wである。

柱穴は径28-44cl11を i~1jるが 深さは身舎の柱で50-70cmほどである n しかし南側庇の深さは 9

-28cl11と浅い。身舎の柱間寸法は平均すると商から2.09111、2.11m、2.65mとなるが、梁間は

平均3.09111 (10尺 3寸)である。庇の幅の平均柱間寸法は北側が1.96m (6尺 5寸)、南側が

1.89111 (6尺 3寸)となっている。 P17の埋土下方より赤褐色、糸切りのある土師器坪が出土

した。

(2) 遺構外出土遺物(第50園、第15図版)

遺構外からの遺物は少なく、内黒土師器土手(1 )、

. 6)、鉄釘(7 )が出土した。

4 時代不明の遺構

①土壇

S K01 (第51図、第 8図版)

2 )、 3 • 4 )、 5 

H F . H G16グリッド池山面で確認した。掻 124cmの円形で、深さ38cI11である。底部は平坦

で、壁は垂直に近い立ち上がりである。 1層中に土由li器と思われる微小片が含まれていたが、

ではない。

S K02 (第51図、第 8図版)

1 J 27・28グリッド地山面で確認した。長径97cI11、短径87cI11の楕円形て¥深さ26cI11である。

底面は平盟であるが南東側がやや浅くなり、壁はほほ、垂直である。
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。
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第49図 S B03~05掘立柱建物跡



第 4章調査の記録

口径 14.1cm 1 

Jま径:(推) 7.3じm

器高(推) 5.2cm 

底部回転糸切り

底f圭(推) 6.7cm 2 

底部回転糸-ljJi) 

¥ u )s 
4 

器111品 6.0cm

L J モイ質 ィ註灰岩

第50盟

己
。
日

3 

平i質安山岩

Q 7 

い ι しよJ

5 K03 (第51図、第 8図版)

1 F . 1 G25グリッド地山面で確認した。長径 150cm、短在 121cmの楕円形で、底面は中央

部が55cmと最も深い丸底状を呈し、そのまま

5 K06 (第51問、第 8国版)

J A30グリッド地山面で確認した。調査範囲外に約五が入り込んでいるものと思われ、最大

ちー上がる。

径96cm、深さ11cmである。底部は全体に丸味を帯び、壁は

5 K07 (第51図、第 8図版)

KA39・40の地LLJ閣で確認した。 SD10によって切られており、全容は不明であるが、おお

緩やかである。

よそ長後 130cr日、短径98cmの楕円形で、深さ 16cmである。底面は平士旦で壁は緩やかである。

5 K08 (第51図、第 8図版)

L B45グリッド地山面で確認した。長径 119側、短径四側、深さ12cmで忠商は平担、壁は緩

やかである。底面に炭化物が厚さ 3cmほどで一間にあり、その下に

5 K 10 (第52図、第 9図版)

L D47グリッド地山面で確認した。長径 119cm、短径73cmの不整形である。南側は浅く、底

も若干認められた。

面も平坦であるが中央部から落ち込み、北側半分は47cmの深きでピット状になっている。北側

の壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

5 K 11 (第52図、第 9図版)

LH49グリッド地山面で確認した。長径 154cm、短径 109cmの楕円形で、深さ 28~33cmであ

る。底面は中央部の低い丸底で、壁は垂直に近い立ち上がりを示す。
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第 1昂i 検出遺構と i童物

A-叶 ト-A'

Aーベ ト-A'

A-ーイ ト-A'

A---i ト-A'

1 黒色 (lOYR五)明11;褐色ニi二 (5Y R克}微量出入

2 立褐色(2.5Y%) 11古掲色土(lOYR%) 混入

3 時褐色 (lOYR%')寅褐色土(2.5Yえ iJt人

4 hl，¥侶色 (10YR克)黄褐色ニL(2.5Y%1 混入

5 11斉捜7色 (10Y Ryii 

1↓/ゴー
1 11音褐色 (lOYRJn貰褐色土(lOYR%)微量混入

ート黒褐色(lOYR，%) 

2 褐 色 (lOYR%)黒褐色土 (lOYR;，n if技量混入

害~門事
A--l トーA'

p-::-E' 

E--l ト-E'

A-→ トーA'

~ιーノ
1 褐 色 (lOYR先)砂賀、明寅褐色こ仁 (lOYR%)粒子混入

1 11音褐色 (lOYR%)黄掲色土(lOYR%)少量混入

2 黒字島色 (10YR%)賞褐色土 (10YR気)iY&量混入

@3叩 (10YR%) 金}
守鴇色川

A一寸 ト-A'

A一一イ トーA'

A-→ ト-A'

A--I ト-A'

l 黒褐色(10YR%)褐色::1:-.(10Y R対)粒子微量混入

2 炭化物

l 黒褐色 (10YR;Y:i)

2 黒褐色(10YR%) 

第51図 S KOI-03・06-08土境
m
 

1
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A---i 

@ 
ト-A' トーA'

A-→ ト-A'
A-→ トーA'

ト-A' A一寸

トーA'

1 茶褐色(1OY氏五)掲色 1-. (lOY f{封)微量混入

2 i1奇褐色 (10YR.%)褐色土(lOYR%j 多量{江人

3 褐 色 (10YR持)オリーフ褐色土 .01九)出入

A---i 

セ己こゴ
色 (10YRお)

色 (10YR先)

+賀補色(lOYR_%l 

3 褐色(lOYR%) 

4 I定褐色(lOYR%) li沙質

1 黒褐色(lOYR%)貰褐色ニI-_ (lOY R%)徴景品入

2 黒褐色(lOYR%)黒褐色土(lOYRj/ii、賞褐色土(lOYR元)混入

@ 

ト-A' A---j ト-A'A-→ 

Aーベ トーA'
A-→ トーA'

l 褐色 (10YR%;)黄褐色土(lOYR%)微量混入

色 (10YR先)

色(lOYR対) 0 1 m 

十賞褐色(lOYR_%) 

3 貰褐色(lOYR%)砂質

第52図 S K10-12・14・18・22土境
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第 1節検出遺構と遺物

5 K 12 (第52図、第 9図版)

L 1 . L J 51グリッドの地山田で確認した。直径 110cmの円形で、深さ 21~28cm を測る。底

面には若干凹凸があり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

S K 14 (第52図、第 9図版)

o D54グリソド内で確認された。径 100cmほどの円形で、深さ 52cm、底面は平坦で‘あるが、

ほほ中央部に径16cm、深さ30cmの小ピットがある。 ち上がる。

S K 18 (第52図、第 9図版)

o F53・54グリッド地山田で確認した。径88cmほどの円形で、深さ58cmを測る。底面は平坦

で、中央部に径12cm、深さ28cmの小ピットがある。壁は垂査に立ち上がる。 SK14と酷似する。

S K22 (第52図、第10図版)

P A53グリりド地山富で確認した。長車11i86cm、短車rlJ52cmの楕円形て¥深さ 6~ 8cmである。

底面は平坦で、、~iÎは緩やかに立ち!二がる。隣接する S K21と長軸方向がほぼ一致する。

S K23 (第53図、第10図版)

PA54グリッド内の地山面で確認した。径78cmほどの円形で、深さは非常に浅く、 3-6 cm 

しかない。底面は平坦で、、壁は外方に傾斜している。底面中央部にピット状の浅い落ち込みが

ある。

5 K24 (第53園、第10図版)

P A54グリッド内の地山面で、検出した。径84cmほどの円形で、深さは 6-15cmと浅く、底面

はほぼ平坦で、中央に径16cm、深さ 8cmのピット状の落ち込みを有する。 SK23に酷似する。

正室 在)

A-ーイ トーA' A-→ト-A'

亡ニセ~
1 筒 色(lOYR;!{)黄褐色土 (lOYR%i微:試混入 掲 色(lOYR先)寅褐色 l_(]()YR元) ji技量混入

2 褐 色(lOYR%，)にぶい賞褐色:L(lOY R%! 多量混入

o 1 m 

第53図 S K23・24土壌
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第 4章調査の記諒

②溝

S 001'"'"'08 (第54図、第12図版)

発掘区域東端に並....-~，;' 8 条の溝である。 I幅52~60cm、深さ 10~25cm、 140~ 180 cmの間楠でN

-20
0

-Wの向一方向に並んでいる。北側に幅4.5mの農道が東西に走るが、この農道の北の調

査区域内には溝は検出されず、 SD08末端部は農道南側に現われていることから SD01~07の

北端は農道の下にあるものであろう c が南端はいずれも調査区域外に延びており、全長は不明

である。 SD01東側の SA01柱列と溝の方向は同一で、ある。 遺物はなく、 SDOl・02の溝底に

はにぷい黄褐色砂質の火山灰状の土が薄く堆積している。

S 009 e 10 (第55図、第12図版)

J J 37~39 、 K /¥39・40グリッドの褐色土層上で確認された 2本の議であるが、全容は不明

である。，隔24~32cm、深さ 12~20cmて¥両者はほぼ直角に交わうている c

底の方が深い。 SD 10はK/¥40グリッド内でSK07を切っている。

S 0110 12 (第38図)

では SD10の

S 104の南壁に沿う形で幾分カーブする SDllに、 SD12が直角に交わっている。 i隔は 20~

30cm、深さ 7~ 10cmほどである。 SDllは S104の南壁の途中で消失するか、 S104の西壁と

みなしたものがこの延長かも知れない。 SD12は S104の覆土上国より J屈1)込んで、床面と焼

土を切っている。
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l 暗褐色(lOYR封)

2 褐色 (lOYR対)

o 2 m 

第55図 SD09・10溝 l I I I I I 
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第 l節遺構・遺物の検討

第 5章 ま と め

第 1節遺構@遺物の検討

第 4章に記したように、三十メリ 1. II遺跡からは、縄文時代、弥生時代、平安時代に渡る

遺物が検出された。以下に時代ごとの若干の考察を行ってまとめとする。

1.縄文時代について

縄文時代の竪穴住居跡としては 5棟が検出されている。住居跡は同時期のフラスコ状ピット

や屋外炉も含めて、いずれも調査区域の西端部に集中している。これらの遺構内から出土した

土器の多くは中期終末期の土器であり、遺構群はこの時期の遺跡として認識されている是ケ沢

遺跡の一部を構成するものと考えられる。他に微量ながら中期前葉の円筒 t層 a、 c式土器が

しており、これらは主として是ケ沢遺跡や、その西方の箱井銭神沢遺跡に関連を有するも

のであろう。

フラスコ状ピットは舌状に張り出す台地の、沢に臨んだ斜面の上部にあり、住居群のある台

地縁辺音1)に構築される例と共通する にある。このことはまたフラスコ状;ピットの位:置カヘ

三十刈 I及び、是ケ沢遺跡;の中期終末期の集落の、東側限界を示していると言えよう。実際、三

十刈 IIで検出されたフラスコ状ピット 1基は、後期に入る時期の遺構で、この方面に中期の遺

構は検出されていないc

三十刈 I、是ケ沢遺跡と近似する時間帝に存荘したと考えられる北浦泉野遺跡は、昭和49年

に調査され、石組複式炉を有する円形の竪穴住居跡が 2棟完掘されている G その柱穴の配列は

=十刈 I遺跡の S111の中主穴配置によく類似しているが、炉は小さな地床炉である。この違い

が単なる個体差なのか、微妙な時間差に基づくものなのか興味が持たれるが、炉の検出された

1棟のみであるから、炉形態の違いを強調することはできかねる。

秋田県における大木10式土器は、仙台湾の大木10式とは異なり、区別して独立したー
(設:1)

として扱われるという指摘がある。三十刈 I遺跡出土の土器は小破片が大部分であるが、

窺い知ることのできる器形には胸部が膨らみ、緩やかに外反する口縁部を有する深鉢、口縁部

が大きな山形となる鉢があり、太い沈線による区画内への充填縄文手法を駆使した流動的文様
(註 4) 

が描かれ、その構成は縦よりも横方向への展開が認められる。地文に撚糸文の使用、!塗線ある

いは鰭状降線、口縁部の降線に沿う連続料突文も見られ、明らかな大木10式土器の表徴が看取
(f，J: 5) (註 6) 

される。千畑村内村遺跡や、秋田市湯の沢B遺跡、などの調査がなされ、資料も増えていること

ハ可
U

F
O
 



第 5主主まとめ

から、前述の指摘の検証はぜひ必要で、あろう。

岩手県の太平洋側では大木10式直後に門前式が編年きれている。秋田県1&IJの大木10式土器が
(註 7) 

地方色を持つとは言え、仙台湾と同ーの指標によって a~e に分類されるならば、その直後に

門前式に類する土器も存在していて不思議はない。 遺構外出土の第28図 5の土器や、秋田市坂

ノ上遺跡、出土土器がこれに当たるであろう n 連鎖隆起線が消失し 沈線のみによる文様である

ことから、門前式の概念規定に従うならば、 「後穆門前式」よりもさらに後続する土器に当た
(註lOj (註11) (詑12)

り、柳沢氏の言う「門前II式」に概当する。員烏貝塚II群 2類や、八天III群 3類に相当する土

器である。前記泉野遺跡では、 「門前 1a式J にあたる、口縁部から垂下する連鎖隆起線のあ

るこlこ器も採集されているから、こうした土器はまぎれもなく 中期終

末の土器と、男

ろう。しかし、ま

内でも出土している十腰内 I との間を埋める土器型式のーっとな

キ一 るには至っていなし

第五章で述べたように、男鹿市五旦合南浜野A遺跡では下位砂丘砂の上に厚さ 50~60cmの黒

砂層があり、その上を現砂丘:砂が!覆って半島北部砂丘を形作っている。この黒砂層出土として
(J主14)

図示された土器には大木10式 c、d類かと判断される土器がある。このことは、少くとも縄文

時代中期の最終末の時期には、慨に五土星合盆地が形成され、現在の地形に近い状況にあったこ

とを示しているハ

2.弥生時代について

弥生時代の遺構としては士墳が 5基検出きれただけであり、土器も SK20出土土器以外は小

破片にすぎない 7 器形には長室長禁、帝、浅鉢、蓋が認められ、文僚には横走する平行沈純文、

鋭い鋸歯文、列点文、刺突文が見られるむまた器商に別五日調整を施しており、

器」に含められる土器群である ν

や式情枚一一 II も見られるが、 「田舎館 2 おいて盛行し、

北海道では「車山III期」の土器がこれに併行する。しかし「田舎館 3群」、 「恵山町立~J に至る

と長頚衰の頚部はほとんど失なわれ、胴部から口縁部が外傾するものへと変化する。

鋸歯文は田舎館 3群におLミて盛行する ることを ると、 SK 出

2、 3群両方の特徴を合わせ持つ土器と言うことになる。また、 SK16出土の第30図 2の

土器は田舎館 3群に多出する外傾する口縁部である。

三十刈 I遺跡出土の土器は鋸歯文が盛行するが、若美町横長根A は皆無に

近い。横長根A出土の土器は の特徴を多く保有してはいるが、反面、「志藤沢式J

のメルクマールのーっとも言うべき鋸指文や、沈線による連繋菱形文を伴わないという特徴が

ある。鋸歯文の盛行が「田舎館 3群J や「恵はIIV期J であることを思えば、横長根A遺跡出土

の土器は志藤沢遺跡出土土器の中でも古い部分にあたり、三十刈 I遺跡出土の土器はその新し
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い部分を点めると言うことができょう。編年的には横長根A→三十刈 Iの序列が成り立つ。

S K20出土の土器は、田舎館 2、3群や恵山式の一部(南川IIII . IV群、アヨロ II群 2b類、

3類)と共通点を持っており、その背後に北方との強い関連性を窺わせる土器である。しかし

この土器は外面には縄文施文前に口縁部から底部に至るまで縦位に、内面には横位に刷毛自調

轄を施しており、在地の土器であることは疑い得ない c また、この土器の口縁部から胴下半部

に至る内、:斗i両面及び断!]IIに 7'fI[i]の秘圧痕が付着ないし封入されており、胎ニ仁内に内包されて

いるものを加えるならば¥籾圧痕の数は優に 2桁を越えるであろう。これが人為的に付着ない

しは胎土内に封入させたものであるならば、こうした土器がイネの豊穣を願う信仰に基づくも

のとする促説は有力である。

3 王子安時代について

101昔H主出したが、 は患に接する柱を持ち、 ーし↓骨ふ
乞 るいは

吻煙道の極めて短いカマドを有する点で、喜々 jl:iJ哉の形態的特徴を示している。が、 S105 

の件穴位置と掘り込みは、他と比較して特異である。

遺物は S101を除いて非常に乏しい。 S101からは土師器、 したが、

このうちよじでは項恵器が圧倒的に多く、ゴ二師器で図示し得たものは 1点のみである。底部切り

離しには回転糸切りが10点、回転ヘラ切りが4点認められる。切り離し後の再調荏の施された

ものは l点もない。こうした午は三十刈 1. II 遺跡の北東 5.5kmにあるほ老沢窯跡出土の土器

にしている n

はロクロ成形が多いが、非ロクロ成形のものも含んでいる。また、第34図26の砲

持t!f.;;の翠は上半はロクロ成形であるが、下部は内、外面ともにタタキによる成形である。仁i縁

している。この様な護は払回槻跡第 6

銘のある木簡と共に出土していが C

部は「く」グ)字.'1犬に外{頃し、口

7次調査でSK60土壌内から

秋田城では第 7次調査の S1 217竪穴住居跡から回転糸切り離しでへラケズリのある赤褐色の

杯、及び回転へラ切り離しで無調挫の;沼恵器年と{半出している。後城にも例があり、

争 1~ IVJml二分類しているが このうちIV期に属する

おり、その年代を-]'1"出掛例と秋田城{刊を考慮、して 9

他に横手市物見窯も{手りがあるが、 i干の年代も考慮するならば、三十刈時跡 S101竪穴

住居跡の年代はおおよそ百世紀前葉と堆定される G へラミガキを外面全体に施した土I~nj器尽の

出土した S109は、これよりも遡るものであろう。また、 SB03、05掘立柱建物跡は確実に S

105よりも新しいi時期のものであるが、柱穴より赤褐色の土師器杯が出土していることから、

と大差はないであろう。

こうした平安期の集落は三ト刈II遺跡のある台地のはほ‘全部に広がるものと考えられる。

ウ
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第 5章まとめ

註 1 永瀬福男「秋田県内におけるフラスコ状ピットについてJ 11秋田地方史論集』 半田教授退

官記念会編 1981年 永瀬氏は集落内におけるフラスコ状ピットの位置を 3分類し、住居群

の外側に群集する例をAパターンとし、杉沢台 大畑台 I期、館下 Iにおける Aグループ、

山館上の山、宝竜前の諸例を抱げている。

註 2 小(児)玉 準『泉町三遺跡発掘調査概報J 男鹿市教育委員会 1976年

註 3 判jJ~畢清一「大木10式土器論J 古代探叢一滝口宏先生古柿記念考古学論集一』 滝口宏先生

会編 1980年 柳沢氏は、「大木10式の影響を受けて成立した地

方土器は、青森・秋田・山形・新潟に広く分布する。青森・秋田にはこれの纏まった資料が

あるり 「これは明らかに仙台湾の大木10式の組成とは異なる叫 「通常土器組成の明瞭な差異

は、土器の系統差の反映とみられる。したがって青森・秋田の地方土器は大木10式と区別し、

独立した一型式として扱わねば‘ならないであろう d と述べている。

青森県では県南地方で大木 9・10式そのものの土器が、東北北部の大木系土器に{半出する

のに対し、他地域では大木式そのものの土器が出土することはあまりないということも指摘

されている。(鈴木克彦「東北地方北部に於ける大木系土器文化の編年的考察J [j ~Iヒ奥 l土4 代

文化』 第 8号 1976年)

註 4 丹羽茂「大木式土器J [j縄文文化の研究」 第4巻縄文土器II 1981年 大木 9式土器

と10式土器の相違には、 9式の場合、渦巻文、楕円丈、文が縦方向への流れを示すのに

対し、 10式の場合、これらから変化した rU J ;1犬、iSJ 状、波形状の文様が、横方向へ流れ

るという文様構成原理上の相違があり、これが大木10式の「第 I段階」から「第 II段階」へ

至るにつれて強められるが、「第III段階」に至ると文様の一部が省略され、横方向への文様展

!謂が制限されるという。

註 5 大野憲司『内村遺跡発掘調査報告書』 秋田県教育委員会 1981年

註 6 高橋忠彦・他「湯ノ沢B遺跡J

秋田市教育委員会 1983年

註 7 詑 3柳j暴論文。

社 8 菅原俊行・他「坂ノ上遺跡J ii'小問地下堤遺跡坂ノ

委員会 1976年第10頬、第13類土器

討 9 及JlI {iiJ'他『門前貝塚』 陸前高田市教育委員会 197L1年

註10 相fJ~翠清一「称名寺式土器論(詰íj篇 )J 11古'j-t，JJ 第63号 1977年

秋田市教育

註11 革関俊一・金子j告呂編「貝烏貝塚一第 4次調査報告 』 岩手県花泉町教育委員会、岩手県

文化財愛護協会 1971年

註12 本堂寿一『八天遺跡」 北上市教育委員会 1979年

註13 男鹿市五里合長者森、A遺跡(奈良修介・磯村朝次郎「八郎潟周辺のi章一跡J [j八郎潟の研究』

秋田県教育委員会 1965年)、男鹿市北浦苗代沢遺跡(磯村朝次郎「男鹿半島周辺の遺跡およ

び、遺物J [j男鹿半島研究」 第 1号 1972年)から出土している。

註14 註 3柳j暴論文
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註1511半田市太郎「志藤沢遺跡発掘調査報告J If秋大史学」 第 9号 1959年

b伊東信雄「東北北部の弥生式土器J If文化』 第24巻第 l号 1960年

註16a伊東信雄・ 5頁藤 隆『j頼野遺跡』 東北考古学会 1982年

b;頁藤 隆「弥生文化の伝播と恵山文化の成立J If考古学論議 1Jl 芹沢長介先生環暦記念論

文集刊行会 1983年

c須藤 隆「北辺の弥生文化J If縄文土器大成 5 続縄文Jl 1983年

註17 註15bに同じ

註18 ~頁藤 隆氏は註16a . b論文において、志藤沢式、宇津ノ台式における、田舎館 2群と 3群

の両要素の複合する現象を指摘している。

詑19 昭和57年 -58年、若美町教育委員会か調査。

註20a高僑和問・他1f;!Hi捌南)11

b羽賀憲二・他『i頼十日日南川」

瀬棚町ー教育委員会 1976年

瀬棚町教育委員会 1983年

~J21 高揺正時桶IIIfアヨロ 恵山文化の墓d1 北海道先史学協会 1980年

日'1::22 鈴木 IV J U考古風土記』 第 6号 1981年。鈴木氏は、

ある土器を分解したなら、恐らく多くはふた桁の数の籾が内蔵されて

いる土器が存在する可能性を強くしている。そして、その行為の所産は、信仰にあるのでは

ないかと考えている寸一時一「つまり、ラ|七を内蔵した土器を媒体とした信仰が存在するなら、

それは米に対ーする信仰に他ならないからである。米に対する信仰とは、これも幾通りか考え

られるが、米の生産、つまり県~~穣と考えるのが妥当ではないかと J患うのであるリと述べてい

るつ

註23 岩見誠夫・伊桜橋秋ー永H!計画男 . ?毎老;尺窯跡緊急、発掘調在

秋田県教育委員会 1975年

岩見 ~lix'夫「原始古代の郷土 u若美町史』 若美町 1981年

~+24 船木義勝・ 1也If~1、 j卦tJJ&邸主一昭和50年度発掘調査十P，Hn.-Jl 秋田県教育委員会 ~L 出掛跡調長

事務所 1976年

詰25 註23に同じ η

a26 ノト松正夫骨他『秋田城跡 112手lJ50年度秋i士!城跡発掘調削'11日lijJ 秋l羽市教育委員会 1976年

註27 ノト松正夫・他 F後域遺跡発J臨調査報告書」 秋田地所(有) 秋田市教育委員会 1981年

J128 杉J長日 韓「物見窯跡;についてJ 秋田地h史論集」 半田教民退官記念会結j 1981年
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